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【No. 36】縦軸に利子率、横軸に国民所得を取った IS－LM分析に関する次の記述のうち、

妥当なのはどれか。 

 

１ 流動性のわなに陥っている経済では、財政政策は有効であるが、乗数効果が常に働かず、

増加させた政府支出の規模の大きさだけしか、国民所得は増加しない。 

２ 貨幣需要が利子率に対して無限に弾力的である場合、政府による公共投資を行っても

民間投資を完全にクラウディングアウトしてしまう。 

３ 流動性の罠に陥っているとき、減税をした場合には国民所得を増加させることができ

るが、そのとき金利も低下して、民間投資も増加している。 

４ 投資が利子率に対して無限に弾力的である場合、金融政策は無効となるため、有効な経

済政策としては、財政政策のみとなる。 

５ 右下がりの IS曲線の左下の領域では、財市場において超過需要が生じており、右上が

りの LM曲線の左上の領域では、貨幣市場において超過供給が生じている。 

 

 

正答５ 

 

1 流動性の罠に陥っていても、乗数効果は働きます。政府支出が増加し国民所得が増える

と、それにより消費がさらに増加するという波及効果がありますので、政府支出の増加

以上に国民所得は増えます。 

２ 貨幣需要が利子率に対して完全に弾力的とは、流動性の罠のケースです。この場合 LM

が水平となりますので、財政支出により ISを右に動かしても、利子率は変化せず、従

ってクラウディングアウトは発生しません。 

３ 流動性の罠にあるときは、LMが水平なので、ISを動かしても利子率は変化しません。 

４ 投資が利子率に対して無限に弾力的な場合、IS が水平となります。そのため、財政政

策は無効になります。しかし、金融政策は有効です。 

５ 正しいです。ISの左側は財市場が均衡するには Yが小さすぎるということを意味しま

す。Y つまり生産が小さいということは財市場は超過需要です。対して、LM の上は、

貨幣市場が均衡するには利子率が高すぎるということになります。利子率が高くなる

と貨幣需要は減少しますので、利子率が高すぎるということは貨幣需要が少なすぎる

ことを意味します。つまり、貨幣市場は超過供給です。 
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【No.37】ある経済のマクロモデルが次のように示されているとき、総需要曲線として正し

いのはどれか。なお物価水準を Pとする。 

Y=C＋I 

YC
4

3
20   

I=100－5r 

rYL 10250
2

1
  

M=240 

 

Y:国民所得、C：消費、I:投資、ｒ：利子率、L:実質貨幣需要、M：名目マネーストック 
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正答 ３ 

 

総需要曲線は ISと LMから利子率ｒを消して Pと Yの式にすれば求められます。 

Y=C＋Iに Cと Iを代入して 
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これが ISです。 

つぎに LMは L
P

M
 ですから 
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IS式の両辺を２倍にして 
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これを LMに代入すると 
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☆公務員プライベート相談会実施中（無料） 
 公務員の仕事、試験、学習に関する個別相談会です。公務員になりたいけど、ど

んな仕事をするのか分からない、どんな職種が自分にあっているのかわからない、

勉強が苦手だけど・・・・、など様々な疑問、不安にクレアール合格アドバイザーがお

答えします。 

  

 クレアール HP からご予約の上ご来校ください。 

http://www.crear-ac.co.jp/koumuin/ 
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【No.38】現金通貨を C、預金通貨を Dとしたとき、現金預金比率 








D

C
が 0.2、法定準備率

が 0.3でいずれも常に一定であるとする。また、銀行の支払い準備と法定準備は一致し

ており、銀行の手元保有現金がゼロであるとするとき、次の記述のうち妥当なのはどれ

か。 

 

１ 預金乗数（貨幣乗数）は３となる。 

２ ハイパワード・マネーを 10兆円増やしたとき、預金通貨は 20兆円増える。 

３ ハイパワード・マネーを 10兆円増やしたとき、現金通貨は 8兆円増える。 

４ ハイパワード・マネーを 10兆円増やしたとき、マネーストックは 40兆円増える。 

５ ハイパワード・マネーが 200兆円のときのマネーストックは、640兆円である。 

 

正答 ２ 

 

1 貨幣乗数より 

H

D
R

D
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D
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M

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です。H：ハイパワードマネー、M：マネーストック、
D

R
：法定準備率。 

この式に与えられた数値を代入すると 

HM
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HHM 4.2
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2.1
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貨幣乗数は 2.4となります。 

 

２ ハイパワード・マネーを 10兆円増やすと、貨幣乗数式より 

  24104.2 M  

マネーストックが 24兆円増えます。 

マネーストックは現金と預金の合計です。ここで、現金預金比率 








D

C
が 0.2より 

C＝0.2Dです。 

C＋D=24だから、0.2D＋D=24 
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1.2D=24 

D=20 となります。 

つまり、預金通貨は 20兆円増えます。これが正解です。 

 

３ ２の計算において、マネーストックが 24 兆円増えて、預金通貨が 20 兆円増えるわけ

ですから、現金通貨の増加は 4兆円となります。ハイパワードマネー（現金）を 10兆

円増やしたのに現金のマネーストックが 4 兆円しか増えないのは、支払い準備金に６

兆円取られるからです。 

４ ２の計算より 24兆円増えます。 

５ 貨幣乗数より考えて、2.4×200＝480兆円です。 

 

 

 

 

☆社会人のための公務員転職セミナー（無料） 
 民間企業にお勤めで、公務員に転職を考えられていらっしゃる社会人の方向け、個

別相談会です。学習経験が無くても大丈夫、公務員相談室、転職サポートアドバイザ

ーがとことん相談に乗ります。 

  

 クレアール HP からご予約の上ご来校ください。 

http://www.crear-ac.co.jp/koumuin/ 
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【No．39】マクロ経済が 

 Y=C＋I＋G＋E－M 

 C＝0.7Y＋30 

 M＝0.2Y＋20 

 

Y:国民所得、C：消費、I:投資、G:政府支出、E:輸出、M:輸入 

 

で示され、当初、投資が 60、政府支出が 50、輸出が 130であった。政府支出を倍増させ

た場合、貿易収支（＝E－M）はどのように変化するか。 

ただし、投資及び輸出は当初の水準から変化しないものとする。 

 

１ 当初は赤字であり、政府支出を倍増させた後は赤字がさらに増える。 

２ 当初は赤字であるが、政府支出を倍増させた後は黒字となる。 

３ 政府支出の倍増の前後で貿易収支は変化しない。 

４ 当初は黒字であるが、政府支出を倍増させた後は赤字となる。 

５ 当初は黒字であり、政府支出を倍増させた後は黒字がさらに増える。 

 

 

正答 ４ 

 

政府支出が増えれば、国民所得が増え、輸入が増えることを考えれば、貿易収支は必ず悪

化します。したがって、２，３，５はあり得ません。１か４のどちらかです。ですので、

手っ取り早く得のであれば、当初赤字か黒字かさえ見分ければ良いことになります。 

 

まず、Y=C＋I＋G＋E－M より 

ここに与えられた式や、数値を代入します。Gについては文字のままにしておきます。 

Y=0.7Y＋30＋60＋G＋130－0.2Y－20 

0.5Y＝200＋G・・・① 

当初 Gは 50だったので 

0.5Y＝200＋50 

Y=500 

このとき、輸入M=0.2×500＋20＝120 

輸出 Eは 130なので当初は 10の黒字ということになります。 

４が正解ですね。 

 



H26 国家一般職 マクロ経済学 

 
クレアール公務員講座 専任講師 島本 昌和 

これで答えは出るのですが、念のために政府支出 Gが倍増した場合について考えます。 

①式に G＝100を代入して 

0.5Y＝200＋100＝300 

Y=600 

このときの輸入額Mは 

M=0.2×600＋20＝140 

したがって、輸出が 130、輸入が 140なので赤字となっています。 

 

 

 

 

 

☆公務員プライベート相談会実施中（無料） 
 公務員の仕事、試験、学習に関する個別相談会です。公務員になりたいけど、ど

んな仕事をするのか分からない、どんな職種が自分にあっているのかわからない、

勉強が苦手だけど・・・・、など様々な疑問、不安にクレアール合格アドバイザーがお

答えします。 

  

 クレアール HP からご予約の上ご来校ください。 

http://www.crear-ac.co.jp/koumuin/ 
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【No．40】ソロー＝スワンのモデルにおいて、コブ＝ダグラス型の生産関数が 

 
5.05.0

ttt LKY   

であるとする。ただし Kt は t 期の資本ストック、Lt は t 期の労働量、Yt は t 期の産出量

である。また、労働量の成長率が 5％で、貯蓄率が 0.3であるとする。さらに、資本減

耗や技術進歩がないと仮定するとき、定常状態における労働量１単位あたり資本の大

きさ（資本労働比率）はいくらか。 
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正答 ４ 

 

ソロースワンモデルの資本ストックの成長率は 
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生産関数
5.05.0

ttt LKY  の両辺を Lで割ります。（tは省略します） 
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定常状態では、これが自然成長率、つまり労働量の成長率に等しいはずなので 
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☆e カウンセリング ～メールで質問＆相談～ 
 公務員の仕事、公務員試験、勉強法、クレアールの講座などについてクレアール公

務員相談室、合格アドバイザーがメールで回答します。お気軽にご質問、ご相談くだ

さい。（無料） 

 

e カウンセリングのページから、送信ください。 

http://www.crear-ac.co.jp/koumuin/ecounseling/ 

 

 


